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単位区分

1－ －

講義名 生体認証特論（修士）

１Ｑ 火曜日 ３時限 W205演習室／１Ｑ 金曜日 ３
時限 W205演習室 喜多　義弘

単位 2選択

生体認証について触れ、利用者本人が有する特徴や特性を理解し、適切に識別する方法について学ぶ。

授業の概要とテーマ

履修年度 2026

開講先(代表)

担当教員

・生体認証の基本的な概念を理解できる
・利用者本人が有する特徴や特性を理解できる
・特徴を識別する仕組みを理解できる
・生体認証の課題について考察できる

到達目標

Ａ･･･90～100点
Ｂ･･･80～89点
Ｃ･･･70～79点
Ｄ･･･60～69点
Ｆ･･･59点以下　Ｙ･･･出席不足等

成績評価の基準

生体認証、本人識別、特徴量、機械学習、クラスタリング、倫理

キーワード

特になし

履修上の注意等(履修条件等)

開講期・曜日・時限・
教室

ナンバリング 配当学年 １年次

授業形態

授業中の課題によって評価する．

テキスト

『なし』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『なし』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

講義形式で行う。

授業の特徴

情報処理概論

関連科目

対面実施形態 実務経験 実務経験なし

成績評価の方法



2－ －

授業計画 (主題)

生体認証の基本的概念

コンピュータによる画像識別

機械学習と認証精度

機械学習の実演

身体的特徴と行動的特徴

マルチモーダル生体認証

生体認証の不正対策

生体認証における安全性と利便性

生体情報の正確な取得

生体情報の取り扱い

電子認証基準における生体認証

生体認証と倫理１

生体認証と倫理２

生体認証の未来１

生体認証の未来２

期末試験は実施しない

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第31回

(授業内容)

生体認証の基本的概念について説明する。

基本的概念であるコンピュータによる画像識別について説明する。

機械学習の概念を説明し、そこでの課題を考察する。

機械学習を実装または実演し、コンピュータの学習する様を分析し、課題を
考察する。

身体的特徴および行動的特徴を紹介し、そこでの課題を考察する。

マルチモーダル生体認証を紹介し、そこでの課題を考察する。

生体認証の不正対策を紹介し、そこでの課題を考察する。

生体認証の安全性と利便性について考察する。

生体情報の正確な取得方法について紹介し、そこでの課題を考察する。

個人情報となり得る生体情報の取り扱い方について考察する。

電子認証基準と生体認証の関わりについて考察する。

生体認証とそこに取り巻く倫理の課題について考察する。

生体認証と倫理の課題について、さらに深く考察する。

今後の生体認証について考察する。

今後の生体認証について考察する。



単位区分

3－ －

講義名 生体認証特論（修士夜間）

１Ｑ 火曜日 ７時限 W205演習室／１Ｑ 金曜日 ７
時限 W205演習室 喜多　義弘

単位 2選択

生体認証について触れ、利用者本人が有する特徴や特性を理解し、適切に識別する方法について学ぶ。

授業の概要とテーマ

履修年度 2026

開講先(代表)

担当教員

・生体認証の基本的な概念を理解できる
・利用者本人が有する特徴や特性を理解できる
・特徴を識別する仕組みを理解できる
・生体認証の課題について考察できる

到達目標

成績評価の基準

生体認証、本人識別、特徴量、機械学習、クラスタリング、倫理

キーワード

特になし

履修上の注意等(履修条件等)

開講期・曜日・時限・
教室

ナンバリング 配当学年 １年次

授業形態

授業中の課題によって評価する．

テキスト

『なし』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『なし』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

講義形式で行う。

授業の特徴

情報処理概論

関連科目

対面実施形態 実務経験 実務経験なし

成績評価の方法



4－ －

授業計画 (主題)

生体認証の基本的概念

コンピュータによる画像識別

機械学習と認証精度

機械学習の実演

身体的特徴と行動的特徴

マルチモーダル生体認証

生体認証の不正対策

生体認証における安全性と利便性

生体情報の正確な取得

生体情報の取り扱い

電子認証基準における生体認証

生体認証と倫理１

生体認証と倫理２

生体認証の未来１

生体認証の未来２

期末試験は実施しない

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第31回

(授業内容)

生体認証の基本的概念について説明する。

基本的概念であるコンピュータによる画像識別について説明する。

機械学習の概念を説明し、そこでの課題を考察する。

機械学習を実装または実演し、コンピュータの学習する様を分析し、課題を
考察する。

身体的特徴および行動的特徴を紹介し、そこでの課題を考察する。

マルチモーダル生体認証を紹介し、そこでの課題を考察する。

生体認証の不正対策を紹介し、そこでの課題を考察する。

生体認証の安全性と利便性について考察する。

生体情報の正確な取得方法について紹介し、そこでの課題を考察する。

個人情報となり得る生体情報の取り扱い方について考察する。

電子認証基準と生体認証の関わりについて考察する。

生体認証とそこに取り巻く倫理の課題について考察する。

生体認証と倫理の課題について、さらに深く考察する。

今後の生体認証について考察する。

今後の生体認証について考察する。


